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研究成果の概要（和文）：本研究では大規模災害時における住民の安心・安全性を確保する為の情報通信手段として、
衛星通信と異種の複数無線を組み合わせたオール無線によるネバー・ダイ・ネットワークシステムを開発した。衛星通
信や小型軽量自立電源を有する高速無線アクセスや無線LANを複数組み合わせ、通常時は元より災害時においてもシス
テム故障や通信切断箇所を自動的に監視して、縮体しながらも稼働可能なコンポーネットによる最も適切なリンクや経
路を選択し、動的にネットワークを制御・再構成し、自立的にしぶとく稼働させることにより大規模災害情報システム
を実現した。そしてフィールド実証実験による性能評価を行い有効性を確認した。

研究成果の概要（英文）：In this research, as robust and resilient information network means to guarantee r
esidents' safe and relieved lives even on a large scale disaster, Never Die Network is developed based on 
all wireless networks by integrating multiple different types of wireless networks and satellite IP networ
k. Specifically, the proposed network system is realized by combining satellite IP network and highspeed w
ireless LANS with self-power supply units. This network system can automatically observe the system and co
mmunication failures, and control and reconfigure the original network into revised one by automatically s
electing the links to keep the connectivity and reliability for both normal and emergency cases. We design
ed and implemented a prototype system of our prosed large scale disaster network to evaluate the performan
ce function through the field test. As result, we could verify the effects and usefulness of our proposed 
network system.
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１．研究開始当初の背景 
 日本の国土の約 7 割は山間地域であり、

一旦地震、津波、豪雨などの自然災害が発生
すると道路決壊や斜面のがけ崩れなどより
孤立する町村や集落が多く存在する。また中
山間地域の情報通信インフラ整備は進んで
おらず、2005 年新潟中越地震や 2008 年岩手・
宮城内陸地震に見られるように電力、情報通
信、携帯電話が利用できず災害情報の収集や
応急対応には困難をきわめた。また中山間地
域では高齢化が加速しており、住民の防災力
が低下し安心・安全の確保がますます困難と
なって来ており、大規模災害に対応できるネ
ットワークシステムが重要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では大規模災害時における住民の
安心・安全性を確保するための情報通信手段
として、衛星通信と異種の複数無線を組み合
わせたオール無線によるネバー・ダイ・ネッ
トワーク(Never Die Network)システムの開
発と実用化実験を実施する。具体的には衛星
通信や小型軽量自立電源を有する高速無線
アクセスや無線 LAN を複数組み合わせ、通常
時は元より災害時においてもシステム故障
や通信切断箇所を自動的に監視して、縮体し
ながらも稼働可能なコンポーネットによる
最も適切なリンクや経路を選択し、そして動
的にネットワークを制御・再構成し、自立的
にしぶとく稼働させることにより、大規模災
害時においても都市部や中山間地域住民の
安心・安全な生活を確保できる大規模災害情
報システムの研究開発を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は中山間地域の災害情報ネットワ
ークシステムの実現を目指すことから、岩手
県立大学付属の地域防災情報研究所を中心
とし岩手山麓（滝沢村）および北上山地（葛
巻町）を実験フィールドとして本研究システ
ムを構築しこれらをいわて情報ハイウェイ
により相互接続して実施する。また大規模災
害を想定した研究開発のため、本研究システ
ム と Japan Gigabit Network II （ 以 下
JGN2plus）により岩手県立大学、静岡県立大
学、埼玉工業大学を相互接続し、各大学間で
連携をとりながら研究を分担し、開発システ
ムを共有しテレビ会議システムを使用しな
がら実施する。岩手県立大学は主として、コ
グニティブ無線ネットワークをベースとし
た固定中継局、移動中継ノード、空中中継ノ
ードによるネットワークシステム全体の基
本設計、無線通信プロトコル、映像音声通信
ミドルウェア、耐故障性アルゴリズムの設計
および開発を担当する。静岡県立大学では、
主に安否情報サーバや災害情報サーバの分
散化や同期ミラーリングシステムの開発を
行う。埼玉工業大学では主として無線通信プ
ロトコルの移動中継ノードのスマートアン

テナシステムや研究開発と通信実験評価を
行う。それぞれの研究機関で開発された災害
情報システムは JGN2plus 上で共有され、全
体として大規模災害に対応できるネットワ
ークシステムを実現する。 
 
４．研究成果 
 23 年度においては、まず衛星通信と複数

の異種無線の組合せによるネバー・ダイ・ネ
ットワークのモデルを構築した。実際に衛星
通信と複数無線上において、通信環境と通信
環境を監視し、縮体しながらも稼働可能なコ
ンポーネットによる最も適切なリンクや経
路を選択し、そして動的にネットワークを制
御・再構成できるアルゴリズムを開発サーバ
上にエミュレーションとして実装し、各種故
障や過負荷の場合を想定し、機能および性能
評価により本方式の有効性を確認した。また
本ネバー・ダイ・ネットワーク機能を組み込
んだ PC ルータを用意し、衛星通信,複数の高
速無線ネットワークを新たに導入して組み
合わせ、これらを通信環境や接続形態により
動的に無線リンクや経路を選択可能なコグ
ニティブ無線ネットワークシステムを開発
した。 
24 年度は、新たに Software Defined 

Network のフレームワークをベースとして、
複数の無線通信回線のリンクから最適なリ
ンクをAHP法に基づいて選択する方法を開発
した。またこれらの機能を実現するために、
OpenFlow Controller により動的に切り替え
るアルゴリズムとアーキテクチャを開発し、
プロトタイプシステムにより性能評価によ
る実証実験を行い、その有効性と今後の課題
を検証した。また GPS 位置情報を考慮した無
線ノード間のアンテナ指向制御方法を開発
し、車－固定中継車間での通信制御システム
を開発し、フィールド実験にて性能評価を行
いその有効性と改善点を明らかにした。また
災害情報共有サーバシステム(LaDIPS)を移
動型サーバに改良し、さらに通信途絶環境を
考慮するため Delay Tolerant Network（DTN）
を導入して、複数分散移動可能な災害情報共
有システムの基本構成、アーキテクチャおよ
び移動サーバの仮想化を実現した。またクラ
イアント端末の PC ベースからアンドロイド
端末への移植を行い表示を可能とした。 
25 年度は 360°全方位カメラ、環境センサ
ーにより被災地周辺映像とセンサー情報を
収集し、これらを 3G/LTE 網および無線 LAN
により情報サーバに送り、Internet を利用し
て被災地状況を監視・記録できる車載型全方
位映像転送システムのプロトタイプ構築し
て性能評価を行った結果、その有効性を確認
することが出来た。 
また気球ワイヤレスネットワークシステ



ムの研究開発については、これまでの気球ノ
ードを小型軽量化するために薄型軽量フィ
ルム素材のエーバル材により製作した結果、
1.8Kg と軽量化でき、また上空でこれまでの
風の影響を避けるために、楕円体形状を作成
して風力実験を行った結果、風速 8 m/sec の
条件でも、通信にほとんど影響が無い状態に
安定させることができた。防災クラウドによ
る安心・安全情報システムの開発については、
新たに Internet 上に複数の自治体で共有で
きる環境をLinuxOSベースのクラウドシステ
ムを開発した。 
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